
国立医薬品食品衛生研究所報告への投稿について

　　ن　　ߘ　　ఔ

̍ɽߘ༰ɿ国立医薬品食品衛生研究所Ͱ行った研究業務とするɽ
̎ɽछ　　 ɿྨ原ߘ，特論，総説，研究論文，ノート，ࢿྉ，ステートメントとするɽͦの΄か業務報告，誌上発表（原

著論文，総説・解説），単行本，行政報告，学会発表，レギュラトリーサイエンス関連会議報告なͲをऩࡌするɽ
ͦのଞ，ඞཁにԠ͡てฤू委員会Ͱ認ΊΒれたのɽ
特　　論ɿ国立医薬品食品衛生研究所の研究業務に関連する主題について，͋る特定のࢹかΒ系౷的に理・
論ड़したのͰ，ฤू委員会がࣥචをґཔするɽ
総　　説ɿ年Ҏ上にΘたって行Θれた研究調査を中心にして，特定の主題についてแׅ的・系౷的に総ׅし
たのͰ，ߘにより受理するɽ
研究論文ɿ৽ݟを含Ήか，͋るいಠ創的な内༰の研究成Ռを·とΊたのͰ，ߘにより受理するɽ
ノ	ー	トɿஅย的Ͱ͋るが，৽ݟを含Ήか，͋るいಠ創的な内༰の研究成Ռを·とΊたのͰ，ߘにより
受理するɽ
研究に関するࢿྉɿ試験，製ຢ調査なͲͰ，هして͓͘ඞཁの͋るのͰ，ߘにより受理するɽ
εςートϝϯトɿレギュラトリーサイエンス関連学会なͲͰ発表した内༰の報告Ͱ，ߘにより受理するɽ
1年間（લ年度）の業務成，研究業を·とΊた報告ɽڈ報告ɿ所，各部がաۀ
දɿ国立医薬品食品衛生研究所報告Ҏ外の専門誌に発表した報告ɽൃ্ࢽ
୯	ߦ	ຊɿ単ಠຢڞಉͰࣥචし，ץ行͞れた報告ɽ
し，報告ॻをఏ出した報告ɽࢪ報告ɿ行政のґཔにより実ߦ
ֶձൃදɿ学会・シンポジウムͰ講演ポスター発表した報告ɽ
レギュラトリーサイエンス関連会議報告ɿレギュラトリーサイエンス関連会議内༰の報告ɽ

̏ɽߘݪͷ࡞ɿ原ߘWord（MacWordを含Ή）Ͱ作成するɽॻࣜ及びຕԼهのن定にै͏ɽ（り上がり1ϖー
ジ2ஈͰ1ஈ25文ࣈʷ47行Ͱ͋る）ɽ

（論文）
サイζɿA4・ॎࢴ用　ࢴ༺
　　　フΥントɿ本ޠ…MS明ே，ӳࣈ…Times…New…Roman
　　　文ࣈサイζɿ10.5ポイント
ຕ　特論ɿ原ߘをґཔすると͖別に定Ίるɽ
　　　総説ɿり上がり15ϖージҎ内ɽ
　　　研究論文ɿり上がり8ϖージҎ内ɽ
　　　ノート及びࢿྉɿり上がり5ϖージҎ内ɽ
　　　ステートメントɿり上がり2ϖージҎ内ɽ

（報告）
サイζɿA4・ॎࢴ用　ࢴ༺
　　　༨നɿ上Լࠨӈ5̲̼
　　　文ࣈと行ɿ25文ࣈʷ24行…
　　　フΥントɿ本ޠ…MS明ே，ӳࣈ…Times…New…Roman
　　　文ࣈサイζɿ10.5ポイント
ຕ　業務報告ɿ各部り上がり4ϖージҎ内ɽ

̐ɽ原ߘのఏ出ɿ
（̍）…Word（MacWordを含Ή）Ͱ作成した原ߘをCDに保ଘし，部名，著ऀ名（୲ऀ名），内༰，フΝイル名，用

ιフト名，用機छをه入したラϕルをέースにషりけし，ҹ原ߘと所Ѽの報告ॻをఴえて，定ΊΒれた
原ߘకΊりظ·Ͱにฤू委員（ਤॻ）Ѽにఏ出するɽ
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（̎）…特論，総説，研究論文，ノート，研究に関するࢿྉ，ステートメントの原ߘͰ，表ࢴ（第1ทとする），ӳ文ཁ
のॱに௨（ߟࢀ）の和༁ࢫ及びキーワード，本文，文献，ਤの表題と説明，表の表題と説明，ਤ，表，ӳ文ཁࢫ
しϖージ൪号をけてఏ出するɽ表ࢴに，論文タイトル，所ଐ，著ऀ名に加えて，ӈ上部に֘する分ྨ（特論，
総説，研究論文，ノート，研究に関するࢿྉ，ステートメントなͲ），総ϖージ，ਤ，表のͦれͧれのຕを
1部とするɽߘのఏ出部，Φリジナル原ߘ原入するɽҹه

̑ɽ原ߘの審査ɿ原ߘの࠾൱及び分ྨ，ฤू委員会がબんͩ審査員（総説，研究論文について2名，ノート，研究
に関するࢿྉについて1名）のҙݟに͖ͮجฤू委員会がܾ定するɽ·た，ඞཁなΒ۟ࣈ表ݱの訂正，ਤ表
のॻ͖しなͲをٻΊるɽ

̒ɽ著作ݖɿ本誌に͞ࡌܝれた論文等の著作ݖ，研究所にؼଐするのとするɽ

ࣥ　　ච　　ن　　ఔ

̍ɽ文ମɼ༻ޠɿৗ用ࣈを用い，ݱԾ名ͮかい，৽ૹりԾ名のޠޱ文とし，؆ܿͰ理解しすい表ݱにするɽ全
文をӳޠͰॻいてよいɽたͩし，ӳ文表ݱがෆ明ྎな߹に受理しない͜と͋るɽ
原ߘの۟ޠの౷ҰをかるたΊ，ૹりԾ名，Ծ名Ͱॻ͘の，文ࣈのॻえฒびにड़ޠなͲについて，原ଇと
して文部Պ学ল用ࣈ用ྫޠ及び文部Պ学ল公用文ૹりԾ名用ྫूにै͏ɽʦߟࢀɿ国立医薬品食品衛生研究所報告
ʧ（ྫޠ用）の手引͖ࡌه
な͓，学ज़用ޠについて文部Պ学ল学ज़用ूޠ（化学ฤ，২物学ฤ，動物学ฤ，学ฤ及び物理学ฤなͲ）に
ै͏͜とを原ଇとし，用ूޠにないのについて学会のྫ׳にै͏ɽ

̎ɽ໊࣭ɼԽֶ໊ɿ文中Ͱ物࣭ͦの名শをࣈ，カタカナ͋るいӳޠ（アルフΝϕット）Ͱهし，化学ࣜ
用いないɽྫえʮ塩酸ʯとॻ͖，ʮHClʯとしないɽӳޠͰॻ͘߹，文中Ͱ原ଇとしてখ文ࣈͰ࢝Ίるɽ

̏ɽ୯Ґɼه号ɼུ号ɼུهɿ単位原ଇとして国ࡍ単位系（SI）を用いるɽʦߟࢀɿ国立医薬品食品衛生研究所報告
ʧ（号，ུ号ه，単位）の手引͖ࡌه
·た，物࣭名͋るい分析法なͲをུهすると͖，和文，ӳ文と最ॳ正ࣜな名শととにࣔすɽྫえ，ʮイ
ιニコチン酸（INA）ʯ，ʮࣔࠩ分析法ʵガスクロマトグラフィー（DTA-GC）ʯとॻ͖，ʮイιニコチン酸（ҎԼ
INAとུす）ʯなͲとしないɽ

̐ɽ۟ಡɿʮ，ʯ，ʮɽʯを用い，ʮɺʯ，ʮɻʯとしないɽ
̑ɽࣈɿࢉ用ࣈ（アラϏアࣈ）を用いるɽ千（，ඦສ，…）の単位にコンマをけるɽ·た，ඞཁにԠ͡てロー

マࣈを用いる͜とがͰ͖，׳用ޠなͲについて和ࣈを用いるɽ（ྫɿҰൠ，ೋ酸化イΦウ）
̒ɽ܁Γฦ͠ූ号ɿňʑŉ，ňʍŉ，ňʎŉ ，原ଇとして用いないɽたͩし，׳用ޠ用いてࠩしࢧえないɽ（ྫɿঃʑ，

各ʑ）
̓ɽࣈମࢦఆɿイタリック体等を分かるよ͏にهすɽ

イタリック体　ྫɿ学名なͲ　Papaver…somniferum…L.
̔ɽ特論ɼ総説ɼ研究論文ɼノートɼ研究ʹؔ͢Δ資料ɼεςートϝϯトͷࡌهཁྖɿ
̔ɽ̍ ɽࡌهॱংɿ8.2 ʙ 8.8のॱにॻ͘ɽ
̔ɽ̎ ɽ໊ɼஶऀ໊ɿ࣍のྫにैい，表ࢴ（用̍ࢴຕ全部）を͜れにてるɽな͓，所外のڞ著ऀの所ଐ著ऀ名の

ӈにˎҹ（ෳのと͖ˎ1，ˎ2，…）をهして٭とするɽ
ྫɿ医薬品の確認試験法に関する研究（第2報）
　　௧剤のクロマトグラフィー
　　用լ衛�・ੈ田Ұ郎ˎ1・౦ژ子ˎ2

　　Studies…on…the…Identification…of…Drugs…ᶘ
　　Chromatographic…Methods…for…the…Analgesics
　　Mamoru…Yoga�,…Ichiro…Setaˎ1,…Kyoko…Azumaˎ2

·た，著ऀの中の1人を，連བྷऀ（Contact…person）にࢦ定し，著ऀ名のӈݞに�ҹをهして٭とするɽ
�ྫɿ�…To…whom…correspondence…should…be…addressed٭
　　　　Mamoru…Yoga�…Division…of…General…A⒎airs,…
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　　　　National…Institute…of…Health…Sciences,…1-18-1…
　　　　Kamiyoga,…Setagaya-ku,…Tokyo…158-8501,…Japan�…
　　　　Tel�…�81-3-3700-1141…ext.200�…Fax�…�81-3-3700-6950�…
　　　　E-mail�…mamoru!nihs.go.jp

̔ɽ̏ ɽӳ文ཁࢫɿ論文の内༰を400ޠఔ度Ͱ؆ܿに·とΊるɽな͓，ߟࢀのたΊ和༁を原ߘの最ޙに別ࢴとしてけるɽ
̔ɽ̐ ɽ,FZXPSETɿKeywordsӳޠ（ඞཁにԠ͡，ラテン名）とし，બ定5ݸҎ内とするɽ

ӳ文ཁࢫの͋と1行͋けてKeywordsをけるɽݻ有名ޠུ，ࢺをআ͖，খ文ࣈͰهすɽ各KeywordsカンマͰ۠
り，ଓけてࡌهするɽ単ޠ，۟ ，ུ ）߹のいͣれを用いてよいɽ特घなޠ ɿྫtablets）をআ͖，単ܗとするɽ
·た，ࢺףつけないɽ

̔ɽ̑ ɽຊ文ɿ৽しいϖージかΒॻ͖࢝Ίるɽ本文のスタイル特にن定しないが，内༰のॏෳをආけるɽҹ࣌にਤ，
表が͋る߹，ͦれΒのૠ入位置を本文のࠨଆのۭཝに明هするɽデジタル化したਤ，表，本文中にૠ入して
ࠩしࢧえないɽ

̔ɽ̒ ɽҾ༻文ݙɿ本文の引用Օ所のӈݞに1)，2,3)，4-6)のよ͏にهし，本文ඌに文献として引用ॱに出来るݶりӳ
ॻ͖にするとҙຯが分かࣈする（ローマࡌهॻ͖Ͱࣈ誌・単行本の߹，ローマࡶするɽな͓，和文ࡌهͰޠ
りͮΒい߹に，本ޠͰࡌهする）ɽ
誌名イタリック体，単行本ࡶ法によるɽه誌名Chemical…Abstracts，PubMed及びՊ学ٕज़文献速報のུࡶ
ॻ名をলུͤͣ，ฤऀ名出൛ࡌهするɽ…
ྫɿ1)…Sakaguchi…S,…Ono…M,…Setoguchi…R,…Yagi…H,…Hori…S,…Fehervari…;,…Shimizu…J,…Takahashi…T,…Nomura…T�…
Immunol…Rev.…2006�212�8-27.
2)…a)…Yamada…E,…Takahashi…F�…Health…Sci…Lett.…1996�8�2345-56�…b)…Saito…G,…Kimura…H,…Inoue…I�…Health…Science…Bull.…
1995�123�3456-67�…c)…Ogawa…J�…ibid.…1996�124�12-25.
3)…House…JK�…lRecent…Health…Science,…2nd…ed.z,…eds.…by…Morrison…L,…Benjamin…M,…Eiken…Press…Inc.,…Tokyo,…pp.123-
234…(1997)
4)…Eiken…T,…Kousei…K�…Kokuritsu…Iyakuhin…Shokuhin…Eisei…Kenkyusho…Hokoku…2005�234�456-67.
5)…河上強志，伊佐間和郎，中島৴，大嶋智子，རߐ，松岡厚子ɿ薬学ࡶ誌…2010�130�223-35.

̔ɽ̓ ɽਤɿ本文と別にA4用ࢴに作成するɽਤに௨し൪号をける（Fig.…1.,…Fig.…2.,…）ɽਤ൪号，表題，説明を·
とΊて別のA4用ࢴに，原ଇとしてӳޠͰॻ͘（表題大文ࣈͰ͡Ί，最ޙにʮɽʯをけないɽ·た，説明本
文をࢀরしな͘て理解Ͱ͖るよ͏ৄ細にࡌهする）ɽ
ྫɿFig.…1.…IR…spectra…of…silicon…dioxide…separated…from…silicone…resin
ਤ中の文ষ，原ଇとしてӳ文Ͱॻ͖，ݟすいॻ体を用するɽਤに写ਅ（カラー写ਅՄ）を用いる߹に，
明なのを用するɽҹ原ߘのཪに，論文のタイトル，著ऀ名，ਤ൪号及びり上がりஈ（1ஈຢ2ஈ）
をࠇ鉛චͰه入するɽ·た，本文のࠨଆのۭཝにਤのૠ入位置をه入するɽ

̔ɽ̔ ɽදɿ本文と別にA4用ࢴに作成するɽ表に௨し൪号をける（Table…1.,…Table…2.,…）ɽ表൪号，表題，説明
を·とΊて別のA4用ࢴに，原ଇとしてӳޠͰॻ͘（表題大文ࣈͰ͡Ί最ޙにʮ.ʯをけないɽ·た，説明
本文をࢀরしな͘て理解Ͱ͖るよ͏ৄ細にࡌهする）ɽ
ྫɿTable…1.…Refractive…index…and…kinetic…viscosity…of…intact…and…extracted…silicone…oil
表中の文ষ，原ଇとしてӳ文Ͱॻ͖，ݟすいॻ体を用するɽҹ原ߘのཪに，論文のタイトル，著ऀ名，
表൪号及びり上がりஈ（1ஈຢ2ஈ）をࠇ鉛චͰه入するɽ·た，本文のࠨଆのۭཝに表のૠ入位置をه入するɽ

̕ɽεςートϝϯトͷࣥච্ͷҙɿߘ内༰が，レギュラトリーサイエンス関連学会なͲͰطに発表したのͰ͋
る߹に，٭にྫとしてʮ本ステートメント，本薬学会第7ճレギュラトリサイエンスフΥーラム学ज़ू
会（2010.12，౦ژ）にて発表した内༰を·とΊたのͰ͋るʯとの説明を加えるɽ

10ɽൃ্ࢽදͳͲͷࡌهཁ ɿྖ誌上発表，単行本，行政報告，学会発表について，別に定Ίるࡌهཁྖ及びྫࣔにै͏ɽ
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ਖ਼　　　　　　　　ߍ

ॳߍ著ऀが行͏ɽ人名，化学名，，文献なͲ特に໖ີにߍ正するɽ内༰の加，行の૿加認Ίないɽ

　平成28年4݄20

国立医薬品食品衛生研究所ਤॻ委員会
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国立医薬品食品衛生研究所報告記載の手引き（用語例）

…ɿૹりがなについて　アンμーラインҙしてૹるの，˘ҹૹΒないのɽ
　　…ˎ…ҹ特定ののをࢦすと͖ࣈͰよいのɽ

分ྨ 用ޠ ࣈ͏ ߟඋ……ࣈΘない
ア ͋かるい 明るい 明い

͖͋Βかに 明Βかに 明かに
͋͛る 上͛る 上る
͋たたΊる ˠ加Թする
͋たΒしい ৽しい ৽Βしい
͋たる たる る
͋つか͏ ѻ͏ ѻか͏
͋つΊる ूΊる ूる
͋てる てる る
͋Βか͡Ί ͋Βか͡Ί ༧Ί
͋Βたに ৽たに ৽Βたに
͋ΒたΊる 改Ίる
͋ΒΏる ͋ΒΏる 全る
͋ΒΘす 表（ݱ）す 表（ݱ）Θす

表ˠ表໘に出し
…………ࣔすɽ著Θす
ˠかͣ͘͞にݱ
ࣔす

͋る ͋る る，有るࡏ
͋るい ͋るい ҃
͋Θ ͋Θ ๐
͋Θす ߹Θす ߹す

イ い͏ い͏ ͏ݴ
い͘Ϳん い͘Ϳん 分ز
いͣれ いͣれ Կれ
いͪ͡るしい 著しい 著るしい
いっかͶん Ұカ年 ̍Օ年，Ұϲ年
いっͦ͏ Ұ いっͦ͏
いったん Ұ いったん
いって いって 行って
いる いる るډ
いる 入る
いれる 入れる 入る
いΘΏる いΘΏる 所

ウ ͏しな͏ ࣦ͏
͏すい（物） ബい
͏すい（色） ͏すい ബすい
͏すΊる ˠرऍする ബΊる
͏ͪに ͏ͪに 内に，中に
͏ながす 促す 促がす
͏る ͏る ಘる(can…or…may)

ˠえる
͏る͓す 潤す 潤͓す

エ えが͘ ඳ͘ ը͘
えΒͿ બͿ
える ಘる (get)ˠ͏る

Φ ͓いて ͓いて ԙいて
͓͓͏ ෴͏ ඃ͏
͓͓͖い 大͖い 大い
͓͓ΉͶ ͓͓ΉͶ ֓Ͷ
͓͜な͏ 行͏ 行な͏
͓͜る る͜ى るى

分ྨ 用ޠ ࣈ͏ ߟඋ……ࣈΘない
Φ ͓ͦΒ͘ Β͘ڪ

͓ͦれ ͓ͦれ れ，Ҟれڪ
͓ͩかに Ժかに ͓ͩかに
͓とし མとし མし
͓の͓の 各ʑ ͓の͓の
͓のͣかΒ ͓のͣかΒ ࣗΒ
͓びる ଳびる
͓な 主な ͓な
͓よͦ ͓よͦ ຌͦ
͓よび 及び
͓Θる ऴΘる ऴる

カ かえす ฦす ฦえす
かえって かえって ٫て
かかΘΒͣ かかΘΒͣ Βͣ߆
かける ܽける ܽる
か͞Ͷる ॏͶる
かつ かつ つ
かっしΐ͘ 色 かっ色
かなΒͣ ඞͣ ඞΒͣ
かͶる ݉Ͷる ݉る
ʙかΒ ˓˓かΒ作る.

˚˚かΒ݁࠶থ
よりΘない

がΒす ガラス 子
かΘる Θる る

(理・人なͲ)
かΘる มΘる มる（͏つりか

Θる，ม化）
カ݄ カ݄ Օ݄
10カ所 10カ所 10 ϲ所，10Օ所

キ ͖しΌ͘ ऍر
͖Ίる ܾΊる ܾる
͖り͋͛ 上͛ り͋͛
͖ΘΊて Ίてۃ ͖ΘΊて

ク ͘;͏ 工夫 ͘;͏
͘Έ͋Θͤ ߹ͤ（名ࢺ）

Έ߹ͤ（動ࢺ）
͘Βい（ॿࢺ） ͘Βい 位
͘Βる ൺる ൺる
͘りかえす りฦす܁ ฦえす܁

έ けんͩ͘ ݒ けんͩ͘
コ ͜える える ӽえる

͛͜る য͛る যる
͜͜ ͜͜ 処ࠑ
͜͜ΖΈる 試Έる 試る
͜たえ え （表中）
͜たえる ͜たえる Ԡえる
͜と ͜と ˎࣄ

͝と ͝と ຖ
͜となる ҟなる ҟる
͜とに घに
͜の ͜の のࠑ
͜·かい 細かい 細い
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分ྨ 用ޠ ࣈ͏ ߟඋ……ࣈΘない
コ （ચい）͜Ή （ચい）ࠐΉ

͜れ ͜れ ೭
͜れΒ ͜れΒ 等，͜れ等ࠑ

サ ͖͞に ઌに ͖͞に
͞ける ආける ආる
͛͞る Լ͛る Լる
͞し͜Ή ͞しࠐΉ ૠしࠐΉ（ૠ入）
͞しつかえない ࠩしࢧえない えないࢧࠩ
͞·͟· ༷ʑ
͞Β ࡼ ͞Β
͞Βに にߋ

シ しかし しかし વし，ซし，ࣕ し
しがたい しい
し͖͛ ܹ ܷ
したが͏ ै͏ したが͏
したがって したがって（

ଓࢺ）
ैって（動ࢺ）

したのͪ（に） したޙ（に）
しし しし ࣴʑ
しͿい ौい しͿい
し·͏ し·͏ ऴ͏，了͏
しΊす ࣔす
しΊる ࣪る ࣪Ίる
しΌ͜͏ ःޫ しΌޫ
しすい しすい しқい，қい
͡Ύ͏Ϳん 充分，十分 ͡Ύ͏Ϳん
しΎ͏·つてん ˠऴ ऴ
しΐ͏͡る 生͡る 生ͣる
͡ΐ͏りΎ͏ ৠཹ ৠཷ
͡ΐ͡ΐに ঃʑに
しΒる 調る 調る

ス す͘ない গない গい
ͣつ ͣつ Ѽ
すͰに にط すͰに
すてる ࣺてる ࣺる
すなΘͪ すなΘͪ ଈͪ
すて すて 総て，ຌて，全て
すΈかに 速かに すΈかに

η ͤん ખ ͤん，ηン
ͤん͡ΐ͏ ચড় ચᕻ

ι ͦ͏ Ԋ͏
ͦ͏にΎ͏ ૠ入 ͦ͏入
ͦ͜ ͦ͜ ଖ処
ͦの ͦの ଖの
ͦの΄か ͦの΄か ଖのଞ
ͦれͧれ ͦれͧれ 夫ʑ

タ ͩいたい 大体 ͩいたい
たいてい 大 たいてい
たえͣ ઈえͣ ઈͣ
たがいに いにޓ たがいに
たしかΊる 確かΊる 確Ίる
ͩす ͩす 出す
たͩ たͩ །，
たͩし たͩし ୠし
たͩͪに ͪに に
たとえ ྫえ たとえ
たΊに たΊに ҝに

チ ͪい͞い খ͞い খい

分ྨ 用ޠ ࣈ͏ ߟඋ……ࣈΘない
チ ͪかͮ͘ ۙͮ͘ ۙ͘，ۙ ͣ͘

ͪΐ͏Ͳ ͪΐ͏Ͳ ஸ度
ͪΐっと ͪΐっと Ұੇ

π ついて ついて बいて，いて
ついͰ いͰ࣍
つ͗に に࣍ つ͗に
つ͘る 作る
つける ける
ͮつ ͣつ Ѽ
つͶに ৗに
つΊる ٧Ίる

テ ていする ఄする
Ͱ͖る Ͱ͖る 出来る

ト と͓り と͓り ௨り
と͖ と͖ ˎ࣌

と͖Ͳ͖ ʑ࣌ と͖Ͳ͖
と͘に 特に
Ͳ͜ Ͳ͜ Կ処
と͜Ζ と͜Ζ 所ˎ

とͤん ખڞ んͤڞ
とな͏ ͏ な͏
とに にڞ
とり͋つかい औѻい（名ࢺ）

औりѻい（動ࢺ）
ナ ないし ないし ೫ࢸ

な͓ な͓ ঘ
なか  中
ながΒ ながΒ Β
なͮける 名ける 名ͮける
なͲ なͲ 等
なΒびに ฒびに
なる͘ なる͘ 成͘，成るՄ͘

ニ にかΘ͡ΐ͏ にかΘ状 状
に͝る る
にͦ͏ ೋ ̎
にΎ͏ͪ ೕു ೕͪ

ψ ͵͙͏ ͵͙͏ ১͏
͵Βす ͵Βす ೞΒす

ω ͶんͪΎ͏ ೪
ノ のͧ͘ আ͘

のͪに にޙ のͪに
のる ड़る ड़る
のり のり ކ

ϋ かり かり ട
かる 量る 測る，ܭる

ˠ用ࣈ
͡Ίて ॳΊて ॳて
͡Ίの ॳΊの
͡Ίる Ίる࢝
い 速い

ヒ ͻとしい 等しい
ͻとつ Ұつ
ͻとつͮつ Ұつͣつ

フ ;͖ん ۙ 附ۙ
;͘͟つ ෳࡶ
;たたび び࠶
;り·ͥる ৼりࠞͥる ৼࠞͥる
;れる ৮れる ৮る

ϗ ΄か ΄か ଞ，外
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分ྨ 用ޠ ࣈ͏ ߟඋ……ࣈΘない
ϗ ΄Ͳ ΄Ͳ ఔ

΄とんͲ ΄とんͲ ຆんͲ
΄΅ ΄΅ ུʑ，ུ΅

マ ·す·す ·す·す ӹʑ
·ͥ͋Θͤ ࠞ߹ͤ（名ࢺ）

ࠞͥ߹ͤ(動ࢺ)
·ͥる ࠞͥる ࠞる
·た ·た ຢ，ຠ，෮
·ͩ ·ͩ ະͩ
·た ຢ
·った͘ 全͘
·Ͱ ·Ͱ 
·· ·· ວ

ミ Έたす ຬたす ຬす，充たす
ΈとΊる 認Ίる 認る
Έなす Έなす す฿ݟ，なすݟ

ム ΉしΖ ΉしΖ ೡΖ
Ήͣかしい しい ϲෑしい
ΉすͿ ݁Ϳ ݁すͿ

メ ΊͣΒしい しい い
Ϟ ͏し͜Έ ਃしࠐΈ

（ਃࠐΈ，ਃࠐ)
える ೩える ೩る
し し एし
し͘ एし͘
ͪいる 用いる 用る
ͪΖん ͪΖん 論
って って Ҏて
っと 最
っͺΒ 専Β っͺΒ
Ͳす す（Ͳす）
とͮ͘ ͮ͘ج ͘ج
とに Լに にڐ
の の 物ˎ，ऀˎ

る ࿙る
Ϡ すい すい қい

り り ுり
Ήをえͣ Ήをಘͣ Ήをಘͣࢭ
  ʑ
ΘΒかい ॊΒかい ॊい，ೈかい

Ϣ Ώえ Ώえ ނ
Ώ͘ 行͘

Ϥ よい よい い，良い
よ͏いに ༰қに
よ͏す ༷子 よ͏す
よ͏ͩ（に） よ͏ͩ（に） ༷ͩ（に）
よ͏͘ よ͏͘ ͘
よ͏Ώ͏ ˠ༥解 ༺༥
よ΄Ͳ よ΄Ͳ ༨ఔ
より ൺֱすると͖に

用いるɽ
ɿྫ…˓ ˓より˚˚
が大͖い

よる よる ґる，Ҽる
ラ Β Β 等
リ りΎ͏Ϳん ཹ分 ཷ分

りんͺ リンύ ྜ，りんͺ
ロ Ζ͏ Ζ͏ （正名ロウ）

Ζ͏と ࿙ే

分ྨ 用ޠ ࣈ͏ ߟඋ……ࣈΘない
ロ Ζかする Ζաする
ワ Θかる Θかる 分る，る，解る

Θける 分ける 分る
Θͣかに Θͣかに かにۇ
Θたって Θたって って
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1.　SIج本単位のの名শとه号

4.　SIとซ用͞れるSIҎ外の単位のྫ

3.　特別の名শとه号を࣋つSI立単位のྫ

2.　SI಄ޠ
SI単位の10のഒを表すたΊに，SI಄ޠがΘれるɽͦれΒの名শとه号࣍のと͓りͰ͋るɽ

ै来用いΒれて͖たॏ量΄΅࣭量に置͖えΒれるが，໘用ޠをซ用Ͱ͖るɽ

ѹྗ SI 単位ͰύスカルͰ͋るが，݂ѹ等の体内ѹྗに関してࠞཚをආけるたΊ，mmHg を用Ͱ͖るɽ

ྫえ，͞の単位 m の 103 ഒ km，10-2 ഒ cm，10-3 ഒ mm，10-6 ഒЖ m，10-9 ഒ nm となるɽたͩし，࣭
量の単位のഒ，グラムに಄ޠをつけて表ࣔするɽྫえ，mg Ж kg と͞هないɽ…

量 単位の名শ 単位ه号 量 単位の名শ 単位ه号
　͞ メートル m ྗ学Թ度 έルϏン K
࣭　量 キログラム ̺g 物࣭量 Ϟル mol
間　࣌ ඵ s ޫ度 カンデラ cd
電　ྲྀ アンϖア A

量 単位の名শ 単位ه号 量 単位の名শ 単位ه号
間　࣌ 分 min ࣭　量 トン t

࣌ h ѹ　ྗ όール bar
 d エωルギー 電子Ϙルト eV

体　ੵ リットル i,…L 平໘֯ 度 ʄ

量 単位の名শ 単位ه号 量 単位の名শ 単位ه号
प…… ϔルπ Hz 電ؾ߅ Φーム Њ
ྗ ニュートン N コンμクタンス ジーメンス S
ѹ　ྗ ύスカル Pa ࣓　ଋ ウェーό W
エωルギー ジュール J ࣓ଋີ度 テスラ T
量，ࣄ
，電ྗࣄ ワット W ηルシウスԹ度 ηルシウス度 ˆ

電　ՙ クーロン C 平໘֯ ラジアン rad
電　位 Ϙルト V 立体֯ ステラジアン sr
੩電༰量 フΝラド F ޫ　ଋ ルーメン lm
র　度 ルックス lx ์ࣹ ϕクレル Bq
ऩઢ量ٵ グレイ Gy ઢ量量 シーϕルト Sv

ഒ ಄ޠ 号ه ഒ ಄ޠ 号ه
10 デ　カ (deca) da 10-1 デ　　シ (deci) d
102 ϔクト (hecto) h 10-2 η ン チ (centi) c
103 キ　ロ (kilo) k 10-3 ミ　　リ (milli) m
106 メ　ガ (mega) M 10-6 マイクロ (micro) Ж
109 ギ　ガ (giga) G 10-9 ナ　　ノ (nano) n
1012 テ　ラ (tera) T 10-12 ϐ　　コ (pico) p
1015 ϖ　タ (peta) P 10-15 フェムト (femto)… f
1018 エクサ (exa) E 10-18 ア　　ト (atto) a

国立医薬品食品衛生研究所報告記載の手引き（単位，記号，略号）
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5.　ͦのଞよ͘用いΒれる量と単位ه号のྫ

5.　…よ͘用いΒれるه号，ུ号

໘ੵ m2，cm2 体ੵ m3，cm3，̻ ，̼ l 速͞ m�s
加速度 m�s2  cm-1 ີ度 kg�m3，g�cm3，g�ml
電ྲྀີ度 A�m2 ࣓の強͞ A�m Ϟルೱ度 mol�l
ً度 cd�m2 ೪度 Pa・s 動೪度 m2�s
࣭量ඦ分 � ࣭量ඦສ分 ppm ࣭量十ԯ分 ppb
体ੵඦ分 vol� ࣪度ඦ分 � ճ転速度 r�s
エンドトキシン単位 EU

༥　 ̼̿ ミϋエリス定 ̠̼ ඪ४ภࠩ ̨.̙ɽ
分解 ̼̿(dec.) ̵̧ ̧f ඪ४ࠩޡ ̨.̚.
　 ̱̿ 保࣌࣋間 tr ऩٵ外ࢵ ̪̫
ݻڽ ̵̿ 50ˋகࢮ量 ̡̙50 外ٵऩ ̧̞
ൺ　ॏ ̳ 50ˋ有ޮ量 ̙̚50 ໐ڞؾ࣓֩ ̢̧̣
度ޫࢪ Ћ ੩຺༩ i.v. 分散ޫࢪ ̧̤̙
度ޫٵ ̖ ෲߢ༩ i.p. ԁภޫೋ色性 ̘̙
水素イΦンࢦ p̝ ൽԼ༩ s.c. マススϖクトル ̢̨
̠̿ ̠̿ 筋༩ i.m.
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